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利用者急増・市場拡大！
後発でも勝てる成長できる療育プログラム

2

3

在園児の支援可能！
本業運営効率化×顧客基盤を活かし収益付加

新卒保育士4名採用！
要因は障がい福祉事業

＜成功事例法人＞

社会福祉法人梅花福祉会
幼保連携型認定こども園 コウガの森・共和

園長 小林崇氏

4 次世代経営者の新規事業！
ストック事業で100万円／月の営業利益

園×障がい児通所支援 成功のポイント

少子化の中でも成長市場！
100万人のこどもたちの未来に貢献

成 功 事 例 レ ポ ー ト

5
コロナ第二波以降の対応可能！
オンライン療育で業績維持・向上事例多数

1

新型コロナウイルス感染症に罹患された皆さま、および関係者の皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

保育園・こども園・幼稚園と相乗効果抜群！

WEB開催
2021年1月29日（金）
2021年2月26日（金）
13：00~16：30
（ログイン時間:12：30~）



Special Report

こども園経営から
障がい児通所支援
事業に参入

本庄市（7.7万人）
上里町（3.1万人）
にて、児童発達支援
放課後デイを
2拠点開設！

社会福祉法人 梅花福祉会
幼保連携型認定こども園 コウガの森・共和 園長

小林 崇 氏

埼玉県本庄市（人口7.8万人）にて、こども園を2
園運営。「芯の強い子ども」を育てる教育・保育をモッ
トーに地域の保護者の厚い信頼を得ている。

社会福祉法人 梅花福祉会
幼保連携型認定こども園 コウガの森・梅花（定員100名）
幼保連携型認定こども園 コウガの森・共和（定員70名）

埼玉県本庄市で幼保連携型認定こども園（2園）、放課後児童クラブ（2拠点）
子育て支援センター（2拠点）、小規模保育を展開し、2019年4月より障がい児
通所支援事業（就学児を支援する放課後等デイサービスを開始。後に未就学児
を支援する児童発達支援を含む多機能型に変更）に参入。2020年8月には2拠
点目となる児童発達支援・放課後等デイサービスを開設した。

1969年（昭和44年）、認可保育所として出発し、「他に
先駆けて凛とした姿で咲く梅の花」に子育ての理想を込め
て、梅花保育園と名称された。

1981年（昭和56年）、「子どものからだは蝕まれている」
（NHK番組）に衝撃を受け、身体を育てる取り組みが
本格化。土踏まずの検査、視力、聴力など、様々な角度
から、こどもの成長を見守る独自の健康診断が生まれた。

発達を目に見えるかたちで表したい。梅花福祉会では、入
園してから卒園するまで、保育士が個々の発達を記録す
る発達経過表や「成長の記録」がある。また、一人ひとりの
課題に即した関わり方も意識している。



困り感を抱える在園児との関わりは、保育事業では卒園を機に途絶えてしまう。
卒園後も長きにわたり支援ができないか…そう考えていた折、理事長と共に船井総
研のセミナーに参加した。そこで、単にこどもを預かるのではなく、運動と学習に特化
した療育を軸にしている放課後等デイサービスのことを知った。こども園の方針とも
マッチしていると感じ、地域のこどもたちに対して良質な支援を提供できると考えた。

本庄市（人口7.7万人）に運動学習支援教室 うめっこ本庄を開業するにあた
り、困り感のある在園児、卒園児の保護者にご案内すると、多くの場合スムーズ
に利用していただける流れができた。これまで園と市役所、小学校、関係機関との
信頼関係が構築できていたことにも初めて気づいた。開業前に訪問活動をすると
多くの方に「期待しています。応援します。」とコメントをいただいた。

その結果、約半年間で黒字化に成功し、一年以内に稼働100％（利用者約
40名）を達成した。特化した療育にニーズを感じ、2教室目は上里町（人口
3.1万人）にて 音楽療育を主軸とする、音楽支援教室 うめっこ上里を開業し
た（2020年8月開所）。

障がい児通所支援事業への参入

運動×学習 特化型療育導入について
障がい児通所支援事業を開
始するにあたり、まず意識したこ
とは、当然のことであるが「こど
もの成長に寄与する」という点
である。

児童発達支援や放課後等デ
イサービスは日本全国に点在し、
本庄市内でも複数の事業所が
あった。

その中で、療育内容の差別化と、成長を促す療育を行っていくことを考える必
要があった。左記の通り、 自園では一人ひとりのこどもの「成長の記録」がある。困
り感を抱えるこどもに対しても、これらを取り入れた支援をしていきたいと考えている。
運動学習特化型療育は、脳機能を活性化し、身体と心を鍛えてゆくプログラム
であり、魅力を感じた。そして、この療育モデルで支援をしていくことを決めた。

成長事例多数！

運動学習特化型療育解説！



マット運動
準備や片付けも協力して行う。
手と足を別々に動かす協応動作をし
て脳に刺激を与える。

ラダー運動
小刻みに足を動かし、なるべく素早
く動く。マスからはみ出ないよう素
早い動作をすることで脳を鍛える

なぞり絵
指先の細かい動作を鍛える。運動で
粗大運動、座学で微細運動を行う。

視写
目から情報を入力し、頭で処理し、
手から出力する。板書するトレーニ
ングにもなる。

セロトニンを分泌！

「動」 から 「静」 へ

園や学校でできることが増える！

ドーパミンを分泌！

こどもの成長を促すプログラムが最重要
選ばれるプログラムの特徴とは？

成
功
の
た
め
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
療
育
！

運動×学習プログラム こどもの成長を促す “療育”

運動

習学

成功
ポイント



園や学校でできることを増やし、成長を実感！

障がい児通所支援事業の概況

園だからこそ取り組みやすい
こどもが「成長できる」療育内容

成
長
を
促
す
療
育
が
で
き
る
理
由開始 終了 運営例

9：00 9：30 出勤・準備・未就学児送迎

9：30 10：30 午前：未就学児療育3名程度（園などから一定時間お預かり）
10：30 11：00 未就学児送迎
11：00 12：00 片づけ・準備
13：30 14：00 未就学児送迎

14：00 15：00 午後：未就学児療育3名程度（通園後お預かり）
15：00 15：30 未就学児送迎
15：30 16：00 就学児送迎

16：00 17：30 夕方：就学児 放課後デイ4名程度
（放課後お預かり）

17：30 18：00 就学児送迎・退勤

「少人数制」で手厚い支援！

障がい児通所支援事業（児童発達支援・放課後等デイサービ
ス）は年々増加しており、全国に約15,000教室存在する。しかし、
発達に特性を抱えるこども達の心と身体の成長を促す専門的なプ
ログラムは、残念ながら浸透していないと言わざるを得ない。
うめっこ本庄では、単にこどもを預かるだけではなく、運動と学習を
軸とした療育を提供している。例えば、右図のように、それぞれのプロ
グラムの効果と狙いを明確にして、日々改善をしながら、療育を実
施している。このような教室は全国にはまだまだ少ない。

運動学習療育は、困り感を抱えるこどもが、園や学校で出来る事を増やすことを目的に、脳機能を活性化させるプ
ログラムがふんだんに取り入れられている。困り感を抱える子どもによくある特徴「運動が苦手、体育が苦手、読み書き
計算が苦手、落ち着きがない、コミュニケーションが取れない」といった課題をスモールステップで克服していくための再現
性の高いプログラムである。
例えば、マット運動では手と足とを別々に動かす協応動作をして脳に刺激を与えている。ラダー（はしごのような器
具）では、小刻みに足を動かしなるべく速く動く。この時、マスからはみ出ないよう、速く動作をこなすことで脳を使う。運
動をした後は、机と椅子を用意して、なぞり書きなど、座学を行う。大きい音量の音楽と運動で、脳内にドーパミンを発
生させたところから、一気に静かにさせて、細かい作業をすることで、セロトニンを分泌させ、抑制のトレーニングを行う。
これにより、半年～1年かけて、こどものできることが増えていく。

児童発達支援・放課後等デイサービスは、一日の定員が10
名で運営をすることが多く、園や学校ではなかなかできない、少
人数制の療育を提供することができる（左図、運営例の黄色
の部分がこどもに療育を実施している時間帯）。指導員1人に
つき、5人のこどもを見るのが基本であるが、運営次第で更に少
人数化することも可能である。
週2回程度の通所（園との併用可能）で、在園児はもちろ
ん、卒園児や地域のこども達の支援ができる。卒園後、関わり
が少なくなってしまうこどもたちの成長を支援し続けることができる
のも魅力の一つである。



障がい児通所支援事業成功のために…

開業前
約3ヶ月間

療育研修

障がい児通所支援事業を最短・最速で
成功させるための方法！

開業 開業後
約6ヶ月間

自園
近隣向け
説明会

講演会
見学会
体験会

教室づくり 成長事例

こどもの
成長事例
発表会

集
客
活
動

１ 2 3

既存の顧客基盤を活用可能！
在園児への支援提供で園の運営
安定化にも貢献

１

日
程

開業初月からたくさんのこどもが通う
教室にするためには、開業前からの
情報発信の活動が必要不可欠であ
る。
児童発達支援・放課後等デイサー
ビスは園との併用も可能で、園の収
入には影響がない。
まず、自園向け、近隣向けに告知
を行い、療育内容を地域にPRしてい
く。
地域にはないモデルのため、すぐに
集客につながる事例も多い。ここで周
知活動を行い、後述する「見学・体
験会」に誘導してゆく。
また、在園児の支援は園の運営安
定化にも貢献する。困り感を抱えるこ
どもに対して、児童発達支援で一定
時間療育を行い、整った状態で帰園
させることができる。
母体がこども園の場合、契約者全
体の約20％が自園の関係者となる
事例がある。

成功
ポイント

地
域
の
情
報
発
信×

成
長
事
例
の
蓄
積
と
共
有
で
高
い
満
足
度
を
実
現
！
一
部
を
公
開
！



園×障がい児通所支援事業で相乗効果を発揮

専門家を招いた講演会来客42名
地域貢献をしながらこどもの成長に寄与！2

困り感を抱えるこどもの保護者は、自身のこどもの成長を促すための情報収集を行っている。これに応えるため、地
域貢献イベントとして「講演会」を開催する。これは、各市の教育委員会の後援を取得し、療育の専門家をゲスト
講師として招き、保護者を対象として「自宅でもこどもの成長を促す取り組み」や「一般就労に向けて青少年の頃か
ら取り組みたいこと」などをテーマに、情報発信を行うものである。
教室の認知度向上による利用者獲得はもちろんのこと、法人のブランディングにもなる。WEBやSNSが発達した
現代だからこそ、生の情報発信が非常に重要といえる。また、この取り組みは既存の園の職員の保育・教育意識の
向上にも寄与し、保護者よし、地域よし、法人よしと、三方よしの大変価値の高いコンテンツとなる。梅花福祉会の
講演会では、来場者42名にアンケートを取った結果、満足度が100％であった。

契約者が増えてきたタイ
ミングで重要なこととして、
週に2～3回、継続して利
用してもらうことが挙げられ
る。そのためには、教室に
通うことで何ができるように
なったか？をしっかりと見え
る化していくことが必要とな
る。
取り組んだ教材を毎日
の記録として残しておくこと
で、いつでも、誰でも、一
目で効果が分かる状態を
作る。

成長事例発表会で成果を保護者や
関係機関に共有！３



人口10万人の
かつ狭小商圏 後発でも成功

埼玉県本庄市・上里町の商圏概要

社会福祉法人 梅花福祉会の運営施設は上越新幹線 本庄早稲田駅を中心とした５km圏内に集合している。コウガの森・
梅花は本庄駅南側市街を中心にした地域、コウガの森・共和は旧児玉町共和を中心とした地域をベースに、子育て支援事業を
展開している。児童発達支援・放課後等デイサービスの一教室目 運動学習支援教室 うめっこ本庄 もコウガの森・梅花エリアに
開業した。

運動
学習

音楽

成功モデル
エリア 住所 総人口 15歳未満

人口 割合

うめっこ本庄
運動学習

車で15分圏内
本庄市見福

2-5-12 96,244 11,940 12.4%

うめっこ上里
音楽

車で15分圏内
児玉郡上里町

大字神保原町787 99,336 12,476 12.6％

※出典：2015年国勢調査
埼玉県HP（指定施設・事業所一覧）https://www.pref.saitama.lg.jp/a0605/s107/index.html

障がい児通所支援事業の商圏は、おおよそ車で15分となる。2事業所とも、約10万人が住んでおり、本庄市には9事業所
（参入当時、現在は13事業所にまで増加）、上里町には3事業所が存在した。しかし、こどもの成長を最大化するプログラムを
持って参入すれば、後発でも成功確率は圧倒的に高まる。また、後になって参入が増え、事業所数が増えたとしても、既に地域で
信頼を得ているため、業績が悪化することはない。
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利用回数 契約者数

開業

単月
黒字化

稼働
100％

コロナでも
業績維持

前項までの通り、療育
内容を特化・充実させて、
地域への情報発信をしっ
かりと行うことで、狭小商
圏や後発でも成功するこ
とができる。
梅花福祉会では、7ヶ
月目に単月黒字化を達
成し、1年6ヶ月で2教室
目を開業した。
ま た 、 人 口 わ ず か

3,800名の超狭小商圏
でも2教室で契約者46
名を達成するなど、母体
がこども園の場合に成功
している事例が多数ある。
これまでの内容を実施
すると、理想的な経営が
可能である。

うめっこ本庄の契約者数・利用回数推移

成功法人の数値推移

理想的な重要業績指標（月間KPI）

項目 目標数値 梅花福祉会

契約者 約３５名 ４２名
（7月時点）

問い合わせ ４件／月 4.5件／月
（12ヶ月平均）

見学・体験・相談
誘導率 ９０％ ９０％

（12ヶ月平均）

契約率 ８０％ ８２％
（12ヶ月平均）

キャンセル率 １０％以下 9.６％
（7月）

利用回数
約２８０回
（週6開業、稼働
率100％時）

２８６回
（7月）

こども目線「楽しそう！？」

こども目線「楽しい！！」

通うメリット・成長事例訴求

意識すべきこと

結果 35名前後で稼働100％

こどもの成長を最大化しながら、安定的に教室運営をしていくためには、一定の目標数値がある。こどもが楽しい！と
思えて、保護者も通わせたい！と思える教室であれば、達成することは難しくない数値であるが、常に療育内容の品
質向上を目指し、こどもと保護者のことを第一に考えた運営は必要不可欠である。



こどもの10%（約100万人）は何らかの障がい・困り感を抱えている

現状と今後

図
解障がい福祉

市場
動向

障がい児・支援が必要なこどもは増加

本業にも効果大！新卒採用４名成功

船井総研 特誌上別講座

2018年 保育士採用0名から
2019年 保育士採用4名成功！
5名の採用枠のうち、四年制大学卒の4名が「障がい福祉部門に配属希望」の保育士であっ
た。

まず定型発達のこどもを理解してから、障がい福祉部門に配属となる条件で内定を承諾。
地域内で保育教育事業と障がい福祉事業、両方を展開している法人を探している学生もいる
ため、経営多角化は採用にもメリットがある。

保育士の中には一定割合で障がい児への支援を希望する人材がいる。
また、少人数制の療育に興味がある人材や、多数の事業展開をしている法人に魅力を感じる
人材が存在するため、他法人との差別化にもなる。

8,729,928 

635,829 

416,235 

定型発達の

こどもの数

発達障がいの可能性

のあるこどもの数

なんらかの障がいを

持つこどもの数

小中：支援学級
235,487

小中：通級指導
108,946

小中：特別支援学校
71,802

2.4%

1.1%

0.7%

6.5%

4.3%

89.2%

※出典：文部科学省
特別支援教育資料（平成29年度）
発達障害の可能性のある児童生徒に対する教科指導法研究事業 より 船井総研作成

少子化の中でも障が
い児や困り感を抱える
こどもの数は非常に多
い。2017年度のデー
タでは、小中学生の約
10％、全国で約100
万人が何らかの障がい、
困り感を抱えていること
がわかっており、幼少
期から適切な支援を
することの必要性はま
すます高まる。



100
こどもたちの

未来に貢献万人の

障害福祉サービス関係予算額は13年間で約3倍に増加している

支援が必要なこどもは4年間で26％（約6％／年）増加している

数少ない成長市場の一つ

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

児
童
・生
徒
数

特別支援教育が必要な児童・生徒数の推移
特別支援学校 特別支援学級 通級

年度 2013 2014 2015 2016 2017

通級 77,882 83,750 90,270 98,311 108,946

特別支援学級 174,881 187,100 201,493 218,127 236,123

特別支援学校 132,570 135,617 137,894 139,821 141,944

合計 385,333 406,467 429,657 456,259 487,013

2013年比 100% 105% 112% 118% 126%

前年比 100% 105% 106% 106% 107%

障がい児や困り感を抱えるこ
どもの数は増え続けているのも
大きな特徴である。障がい児
通所支援事業の対象者は毎
年約4％ずつ増加しており、
サービス自体のニーズも増加し
続けていると言える。
※数値は単一の障害種を対象とする特別支
援学校と複数の障害種を対象とする特別支援
学校の合計値。また、幼稚部、小学部、中学
部、高等部の合計値。
出典：文部科学省 特別支援教育資料 平
成25年度～29年度

出典：厚生労働省
障害福祉分野の最近の動向
https://www.mhlw.go.jp/co
ntent/12401000/00059164
3.pdf

障がい児・者は増加
し続けていることから、
関係予算額も増加し
ている。
事業所数が多い児
童発達支援・放課後
等デイサービスであって
も、梅花福祉会のよう
な自立支援のための明
確なコンセプトを持って
いる事業所は少なく、
ニーズはまだまだ大きい。



ビジネスモデル

障がい児通所支援事業のライフサイクル

１０年先も
求められ続ける
教室になるために

運動学習特化型療育を取り入れた児童発達支援・放課後等デイサービスのビジネスモデルは上図の通り。
最終的には一教室で上図の収益性を目指したい。

ライフサイクル

縦軸:数的規模
横軸:時間

時期 導入期 成長期 成熟期 転換期 安定期
市場規模 小さい 拡大 ピーク 縮小 縮小
展開規模 単店型 複数店化 複合化

専門化
複合化
大型化 適正化

競合企業 ほとんどなし 増加 多い 減少 減少
マーケティング
目標 市場拡大 市場浸透 シェア拡大 生産性の

確保
新しい切り口の

発見
特徴 市場未成熟 市場の急拡

大
市場の成長
鈍化 生き残り競争 市場安定

お客さま視点 目新しい 私も欲しい
品質の
良いものが
欲しい

他人とは違う
ものが欲しい

価値観に合う
自分だけのもの

預かり型
放課後デイ

特化型
放課後デイ

中高生特化型
放課後デイ

集約化
（統合・廃業）

コロナ禍で
加速

児童発達支援・放
課後等デイサービス
のライフサイクルから
見えるポイントは、
「専門化」してゆき、
「品質の良いサービ
スが欲しいというニー
ズにいかに答える
か？」である。これが
できれば生き残り競
争に突入しても打ち
勝ちやすい。

理想的な商圏人口 １５万人以上

人員配置 正社員３～４名
パート３～４名

施設の大きさ ３０坪程度、駐車場あり
利用定員 １０名／日

収益性
売上：３,６００万円/年
営業利益：１,２００万円/年
営業利益率：約３３％

単月黒字化 ６ヶ月程度
初期投資＋ランニング ～１,５００万円



梅花福祉会で取り組まれている療育は、上図にある③の脳機能活性化プログラムにあたる。一般的な①②の支
援体制よりも療育効果をしっかり出すことを重きに置いた運営をしているため、後発でも差別化が可能で、保護者
からの信頼も厚く、地域に必要とされるサービスとなる。

既に保育園・幼稚園・こども園を運営されている皆様は、地域のコミュニティが存在します。既存のネットワークを駆
使し、園児の中に含まれる障がい児と保護者が抱える課題の解決に繋がります。

保育園、幼稚園、こども園で未就学児をサポート+学童の運営で12歳以下児童のサポート+障がい児通所支
援事業を行うことで、未就学児童のみならず、小学生になっても支援ができ、より長く障がい児と保護者の未来を支
えることが可能です。発達障がいを抱えるこどもが増えている今、地域の社会問題を解決することができます。

また、保育士の中には、学生時代から障がい児の支援に関わりたかったと考えている方が一定割合おられます。少
数のお子様に手厚い支援をしたい保育士にとっては興味が沸く職場となります。発達面に課題があるお子様がいる
ことで園や学童の運営が整わない職場環境も児童発達支援・放課後等デイサービスに取り組むことで専門的な支
援ができ、お子様にとっても保護者様にとっても有意義なサポートが可能になります。

広くお子様の支援をされてきている皆様が障がい福祉の支援をすることでまた一歩、地域貢献の幅が広がっていく
ことは間違いありません。

障がい児通所支援事業における差別化

保育・教育事業から参入する強み

細かく対象年齢を分け、それぞれに
必要な療育モデルを軸に事業展開

療育効果 大

プログラムの充実

障害特性にあった接し方を
し、レクリエーションなどのコン
テンツを用意した事業所。

保護者の負担を軽減する為に、一時預りの機
能に特化した施設。療育に関する取り組みが不
足している事業所も多く見られる。

レスパイト

レクリエーション
の場の提供

年代別の
プログラム

躾・マナー
ルールの習得

①預り型

②一般的な取り組み

運動
プログラム

学習
プログラム

③高付加価値型

脳機能活性化
プログラム

充実した療育プログラムの導入や、優れたス

タッフの指導により、児童の療育機能を高めた
事業所。数が少ない為、保護者から高い支持

を受け、競争を回避出来る。



児童発達支援・放課後等デイサービスで成功する方法を大公開！
ビジネスモデル、具体的ノウハウ、療育内容がたった１日で解かる！手に入る！

主催
株式会社 船井総合研究所

2021年1月29日(金) 13:00~16:30

2021年2月26日(金) 13:00~16:30
WEB開催

障がい児の支援を行っていきたい方
事業の立ち上げ方を知りたい方必見!

障がい児通所支援事業
参入成功事例セミナー

1. 障がい福祉サービス業界の現状と、今後について！？
2. 保育園・幼稚園・こども園の経営者が障がい福祉事業に参入すべき理由とは？
3. 保育園・幼稚園・こども園から障がい福祉事業の参入事例とは！？
4. 障がい福祉サービス業界での地域密着ワンストップサービス成功事例とは！？
5. どのような条件をそろえれば開業できるか？
6. 障がい児を持つ保護者は放課後等デイサービスに対し、本当は何を望んでいるのか？
7. 普通の預かり型デイでは生き残れない？これから求められる放課後等デイサービスとは？
8. 子どもの自立を目的とした教室の取り組みとは？
9. こどものために必要な療育（教育）プログラム内容とは？
10.放課後等デイサービスを成功させるためのポイントとは？
11.採用に困らない！離職を防止！保育業界の既存人材をうまく活用する方法とは？
12.Indeedを活用し、応募者多数を達成した方法とは？
13.相談・体験からの契約率８０％以上！契約に繋がるトークとは？
14.競合が多いエリアでも十分勝てる！徹底した訪問営業のやり方とは？
15.営業をしたことがない素人でも安心！結果の出るＰＲトークとは？
16.ウェブサイトは必要不可欠！結果の出るウェブサイト作成と活用方法！
17.地方都市でも最大集客数１００名！？効果的な集客イベントとは？
18.口コミが広がるのはワケがある！SNSを活用した集客方法とは？
19.保護者面談のやり方を変えるだけで、保護者からの信頼度がアップ！
20.保護者の方に大好評！利用後フォローを実施する理由とそのポイント！ ・・・etc

ここまでお読みいただきありがとうございました。このレポートでは、児童発達支援・放課後等デイサービスの事例を紹介させていただ
きました。あなた様のような意欲のある経営者であれば、すぐに実現できるものばかりです。これまでに１５０社を超える障がい福祉事
業に関わってきましたが、サービスの差別化やコンセプト作りに悩まれている企業・法人が非常に多いのが現状です。最短で成功する
ためには、力を入れるべきポイントに専念してスピード感をもって結果を出すことです。そうすれば保育事業と連携した地域貢献、特別
な支援を必要とするお子様のサポート、早期黒字化、そしてスタッフの成長を早期に達成することができます。今回のセミナーでは
「運動学習特化型児童発達支援・放課後等デイサービスの成功」を実現するための方法をお伝えします。皆様より少し先に事業展開
をし、順調に業績アップしているゲスト講師をお招きし、たった3.5時間で児童発達支援・放課後等デイサービスの全てが分かるように
セミナープログラムを構成しております。一見の価値があることは間違いありません。

レポートをお読みいただいた方へ

(ログイン開始：12：30~)

(ログイン開始：12：30~)



船井総研オンラインWebセミナー受講３つのポイント

ご参加申し込みいただいた後のフォローはコチラ！
①事前サポート

リモート参加は初めての方が多いかと思います。そのような方
でも安心！弊社のコンサルタントが事前にご連絡させてい
ただきセミナー受講できるよう設定をサポートさせていただき
ます！セミナー内容に関してのご要望についてもこの時にお伺
いさせていただきます！

セミナー視聴後・・・

②個別経営相談
チャットだけでは質問できなかった、質問や疑問点などを個別
にお時間を設定させていただい経営相談をさせていただきま
す。今後の事業展開に向けた具体的な内容もその場でお答
えさせていただきます！
※個別経営相談もWebの対面形式で実施いたします。

WEBセミナーのご案内



セミナースケジュール＆講師
担当 講座内容

第一講座 株式会社 船井総合研究所
中谷 文哉

業界動向
今後求められる児童発達支援・放課後等デイサービス経営の

ポイントとは？

第二講座

特別ゲスト講師
社会福祉法人 梅花福祉会

幼保連携型認定こども園
コウガの森・共和

園長 小林 崇 氏

運動学習特化型児童発達支援・
放課後等デイサービスの

成功事例大公開！

第三講座 株式会社 船井総合研究所
山下 浩輝

児童発達支援・放課後等デイサービスで
押さえなければならないポイントとは？
集客＆採用事例大公開！

第四講座 株式会社 船井総合研究所
中谷 文哉

本日のまとめ
経営者の皆様に取り組んでいただきたいこと

株式会社船井総合研究所
地域包括ケア支援部

福祉チーム
リーダー

中谷 文哉

児童発達支援、放課後等デイサービスなど福祉
事業について幅広くコンサルティングを行っている。
また、採用やWEB構築支援など、より実践的な提
案を得意としており、即時業績アップを支援してい
る。

社会福祉法人 梅花福祉会
幼保連携型認定こども園 コウガの森・共和

園長 小林 崇 氏

株式会社船井総合研究所
地域包括ケア支援部
福祉チーム

山下 浩輝

奈良県出身。大学院を卒業後、船井総合研究
所に入社。保育園、こども園、幼稚園など、保育
サービス業界からの障がい児通所支援事業（児童
発達支援・放課後等デイサービス）新規参入を専
門としている。本業の保育事業と高い相乗効果を
発揮しつつ、障がい児の「成長」にフォーカスした地
域になくてはならないサービス創りのサポートを行っ
ている。

保育園園長の息子として生まれる。社会福祉を学び、低
所得者支援に従事。平成２４年に社会福祉法人梅花福祉
会に入職。事務・人事を経て、幼保連携型認定こども園 コ
ウガの森・ 共和 園長に就任。
次世代後継者として今後20年30年後の経営を考えた
時、自身が社会人生活を始めた時に関わってきた障がい事
業なのではないか？と考え、参入を決意。障がい児通所支
援事業においては、運動と学習に特化した療育で地域のこ
どもの成長を支援している。



日時・会場

受講料

お申込方法

お問合せ

一般価格 税抜 35,000円（税込38,500円）／一名様

会員価格 税抜 28,000円（税込30,800円）／一名様

●お支払いが、クレジットの場合はお申込み手続き完了後の案内（メール）をもって、セミナー受付とさせていただきます。銀行振込の場合はご入金確認後、お送りする案

内（メール）をもってセミナー受付とさせていただきます。●銀行振込の方は、税込金額でのお振込みをお願いいたします。お振込みいただいたにも関わらずメールがお手

元に届かない場合や、セミナー開催４営業日前までにお振込みできない場合は、下記お申込み担当者へご連絡ください。なお、ご入金が確認できない場合は、お申込みを

取消させていただく場合がございます。●ご参加を取り消される場合は、開催3営業日（土・日・祝除く）前まではマイページよりキャンセルをお願い致します。それ以降は下

記事務局宛にメールまたはお電話にてご連絡ください。尚、ご参加料金の50％を、当日の欠席は100％をキャンセル料として申し受けますのでご注意ください。

●会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へ ご入会中のお客様のお申込に適用となります。

株式会社 船井総合研究所

TEL：0120-964-000 （平日9:30～17:30)

●申込みに関するお問合せ：天野 ●内容に関するお問合せ：山下

ご入金確認後、マイページの案内をもってセミナー受付とさせていただきます。

障がい児通所支援事業参入成功事例セミナー お問い合わせNo. S067758

下記QRコードよりお申込みください。クレジット決済が可能です。 受講票はＷＥＢ上でご確認いただけます。

または、船井総研ホームページ（www.funaisoken.co.jp）、右上検索窓にお問い合わせNo. 067758を入力、検索ください。

開催要項

2021年 2 月 26 日（金） 13：00 16：30 （ログイン開始12：30より）

開始 終了

本講座はオンライン受講となっております。
諸事情により受講いただけない場合がございます。ご了承ください。

お申込期限：2月22日（月）オンライン にてご参加

お申込みはこちらからお願いいたします

2月26日（金）オンライン

申込締切日2月22日（月）

オンラインにてご参加

2021年 1 月 29 日（金） 13：00 16：30 （ログイン開始12：30より）

お申込期限：1月25日（月）

1月29日（金）オンライン

申込締切日1月25日（月）

開始 終了

【年末年始休業のお知らせ】
12月28日（月）正午～1月5日（火）まで
※休業期間中は電話がつながらなくなっております。
※WEBからのお問い合わせには1月6日以降順次ご回答
させていただきます。
※なお、受講申込はWEBより24時間受け付けております。

ご不便をお掛け致しますが、何卒ご了承くださいますよう
お願い申し上げます。

F2268
検



お問合せ ： 地域包括ケア支援部 福祉グループ TEL070-2441-8248 大佐和

無料メールマガジン
購読者募集！

最旬の事例が満載！
障がい福祉業界専門メールマガジン

「今日から出来る」事例満載で業績アップを実現！
障がい福祉経営の“成功事例”をレポートするメルマガ
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

▼下記QRコードよりご登録下さい！▼

船井総研の福祉グループが、日々のコンサルティング現場における成功事例や、業界
情報を配信致します。直近で取り組むべき情報や最新ビジネスモデル、成功事例を多数
配信中です。最短・最速・最ローコストで業績アップを目指す
障がい福祉事業をご検討されている経営者様は、必読のメールマガジンです。

ぜひご登録ください。登録・購読は “無料”です。

（´◉◞౪◟◉)
このような方にオススメです！

☑障がい福祉サービスの時流を知りたい。
☑新しいビジネスモデルを知りたい。
☑これから障がい福祉サービスに参入したいと考えている。

（´◉◞౪◟◉)

障がい福祉サービス経営研究会の

Facebookも要チェック！

オオ サ ワ


